
事業計画 (令和 5年度 )

感染症予防対策も含め、館庭を積極的に利用する屋外活動に力を入れ、遊びの充実

を図ります。なお雨天でも別プログラムに変更し、来館意欲が途切れないようにします。

1)対象別の年間目標

a)乳幼児とその保護者

乳幼児サロンや子どもの年齢別の幼児のひろばを通じて、保護者の子育ての不安感を取

り除き、子育てに対する意欲をリフレッシュすることを目指します。引き続き「おもちゃばこ・

ONLINE」 を継続し、ニーズに応えていける環境を整えます。

昨年、見守り合いとして行ったママのなかま作リプログラム「ことこと」や、「パパとアスレチッ

ク」を核とした父親のなかま作り、さらに年齢の高い幼児を持つ家族同士の交流促進を目的

とした「パパとあそぼう」や「家族であそばう」など、さまざまな家族形態に合わせられるプログ

ラムを行い、なかま作りを多面的に支援しますcそして、お父さんの読み聞かせや HPでの
活動紹介などプログラムを通して利用者の児童センター運営への参画を促します。

さらに「ママ防災」のような、保護者の特技や仕事を活かした催しや、地域貢献を目的とす

る事業や団体との活動を拡げていきますこ

b)小学生

安全。安心な環境を整え、子どもたち一人ひとりに居場所を提供し、その中でさまざまな体

験活動を実施していきます。特に、危機管理への意識化に向け、防災ラリーや町探検ゲー

ムなど施設外での活動を行い、併せて地域との連携・交流を図ります。前年度、講師派遣や

物品貸与で距離が縮まった子ども会などとも、引き続き連携強化に向け取り組みます。

改めて日常的な意見表明の場を創出し、子ども企画や子ども会議と連動させながら、子ど

もたちの主体的な活動をより活性化させます。また、専門的なスキルを持った人材 (近隣の

高年者 )との交流の場面を多く持ち、遊びの人的環境の充実を図ります。

さらに、食事に関わるプログラム再開時には、福祉的課題を抱える子どもへ、食事を中心と

した支援と生活体験の場の提供を定期的に実施します。また、開催回数の増加を目指すた

め、再開まではフードバンクや地域資源の発掘と関係づくりに努めます。

c)中高生世代

今年度も月 2回 (第 1・ 3日 曜 日 18:00から 19:00まで)延長した中高生タイムを継続し、

併せて「スポーツ&ダーツカフェJと「タコ焼きカフェ」を実施し、中高生世代の居場所として
の機能を高めていきます。なお今年度より、中高生タイムを中心に勉強ができる環境づくりを

進めていきます。

さらに、食事に関わるプログラム再開時には、福祉的課題を抱える子どもへ届くような、自

分たちで決めて作る食事作りなどの、支援と生活体験の場の提供を定期的に実施します。



2)定期的な活動

a)乳幼児とその保護者

つどいの広場「おもちゃばこ」及び年齢別の親子プログラム「よちよちクラブ」「幼児のひろ

ば」を中心に事業を展開しながら、保護者同士の交流を促し、仲間づくりを進め、保護者の

自主的な活動を支援していきます。

乳幼児サロン
「おもちゃばこ」

月～金曜 日

親子の交流の場。居場所としての雰囲気を大

切にしながら、定期的に自由参加型のショート

プログラムも実施します。

ピヨピヨ広場 (月 。木曜 日)

おもちゃばこONLINE(水曜 日)

絵本読み聞かせ (木曜 日)

よちよちクラブ
「よちよち探検」

水曜 日
歩行のできる1歳児を対象とした親子プログラ

フと、̂

幼児のひろば
「からだで遊ばう」

火曜 日 満2歳以上を対象とした親子プログラム。

幼児のひろば
「つくって遊ぼう」

金曜 日 2歳児を対象とした親子プログラム。

おもちゃ病院 第1木曜 日 おもちゃドクターによるおもちゃの修理。

ノくノくとアスレチック※
第 2・ 4

日断塁日

食事プログラムが再開した時には、父親の活

躍が必要な野外クッキングt)だき合わせて行

います。

パノくとあそぼう 第 3土曜 日
館庭を中心に、パパと一緒に思い切り身体を

動かし、スポーツを楽しみます。

家族であそぼう 日日程日
プラレールやバルーンアートなどをテーマに、

家族同士の交流を深めます。(不定期で実施)

-?'?a)J- 火・金曜 日
ママのリフレッシュを目的としたヨガ講座 (月 2

回 )

くるくるリサイクル 年4回 着なくなつた洋服のリサイクル。

ママ防災 年4回 非常時の心得を伝える母親たちの自主活動

手形・身体測定 月初 自由に手形をとつたり、身体測定ができます。

b)小学生

土。日曜 日を中心に定期的にプログラムを実施し、幅広い体験活動を進めていきます。

木工房 第1土曜 日 木の端材を使つて自由に工作するプログラム。

みなクルエ房 第2土曜 日 簡単な科学工作プログラム。



ひ革工房 第3土曜日
草加市の地場産業である皮革を使用した体験

プログラム。

アナログゲーム 第4土曜日 アナログのカードゲームやボードゲームを体験

造形ワークショップ 第 1日 曜 日 さまざまな造形体験プログラム。

スポーツ&レク 第 2日 曜 日 レクリエーションやスポーツプログラム。

栽培クラブ

七輪タイム
第 3日 曜 日

3～ 10月 栽培クラブ

11～ 2月 七輪タイム

手芸 第 4日 曜 日 編み物やクラフトなどのプログラム

子ども企画 不定期 子どもの自主的活動

外あそび SP 祝 日 外あそび促進の主に運動プログラム

c)中 高生世代

月 2回 (第 1・ 3日 曜 日)18:00か ら 19:00まで試行的に延長した中高生世代タイムを継
続し、居場所としての機能を高めていきます3また同時に、勉強ができる場としての環境づく

りと認識の拡大に努めます。引き続き、中高生世代向けに音楽、スポーツ、手芸などのスキ

ルを持ったボランティアの導入や道具の整備に注力するとともに、ボランティアの機会も積極

的に創出します。

中高生タイム 毎 日 中高生世代のための居場所。

中高生タイム (延長 ) 第 1日 曜 日

多くの中高生世代が利用できるよう、開館時間

を1時間延長します。スポーツ&ダーツカフェ

(ガッツリ飯作り)

中高生タイム(延長 ) 第3日 曜 日
多くの中高生世代が利用できるよう、開館時間

を1時間延長します。(タコ焼きカフェ)



3)主な月男Jプログラム

4月

紙飛行機大作戦
館庭でいろいろな紙飛行機とばします。

七輪「キラビーを作ろう」
熱したビー玉を冷やしてヒビを入れ、ペンダン

トヘッドを作ります。

入学。進級お祝い会
小学生が新 1年生に児童館でのルールやあ

そびを教えてあげます。

くるくるリサイクル 着なくなった洋服のリサイクルЭ

外あそび SP
「ミニミニ運動会」

館庭でミニ運動会を行います。

5月

子ども歳時記
「端午の節句」

門扉に飾るこいのばりのモニュメントを作りま

す。

栽培クラブ

ミニトマトの植え付け

土を耕し、ミニトマトの苗を植えつけます。

6月

じゃがいも掘り
近隣の農家の協力を得て、じゃがいも掘りを

行います c

ひ革工房父の日SP
「ストラップ作り」

父の日のブレゼントに革のストラップを作りま

す。

7月

こども歳時記「七夕 J
願い事を書いた短冊や、七夕飾りを親子で笹

竹に飾ります .

外あそび「水あそび」
水鉄砲を使って遊びながら、家族同士の交流

を深めます。

くるくるリサイクル
着なくなった洋服のリサイクル。

8月

ちょこっと水あそび
午前中のクラスが無い期間の平 日に、乳幼児

が楽しめるプールあそびを行います。

交流キャンプ

新座市児童センターの子どもたちとの交流キ

ャンプを実施します。(昨年はオンラインで実

施 )

お化け屋敷工房

お化け屋敷

お化け屋敷を企画し、道具を制作し、お化け

屋敷を運営します

FMひかわ ラジオの公開放送プログラム。

夏休み SP「スライムJ
夏休み最後のイベントとしてスライムをつくりま

す。

9月 ことこと
母親同士の見守りあいと仲間づくりにつなが

る活動を実施します。(～ 10月 )



子ども歳時記「お月見」
すこやかクラブのみなさんと一緒にお月見に

ちなんで、泥団子を作つて交流します。

10月

ことこと
母親同士の見守りあいと仲間づくりにつなが

る活動を実施します。(～ 10月 )

さつまいも掘り
近隣の農家の協力を得て、さつまいも掘りを

行います。

外あそび「秋の体力測定」 6種 目の体力測定を行います。

/\tr1r 4>) iI,,- f.
仮装をして児童センターの周りをパレードしま

す。

ダンス交流ワークショップ Hゎ Hopダンスの体験講習会を行います。

11月

パパとあそぼう
「鉄棒でまわってみよう」

ババと一緒に思い切り身体を動かし、スポー

ツを楽しみます。

ビブリオウィーク
言葉に関するさまざまな遊びを1週間集中し

て行います。

外あそび「秋の逃亡中」 ハンターから逃|ザるおにごっこを行います。

くるくるリサイクル 着なくなった洋服のリサイクル。

12月

こども歳時記「クリスマス」 クリスマスにちなんだ造形活動を行います。

こども歳時記お正月
「開運だるま作り」

張 り子のだるまを作 ります。

1月

こども歳時記お正月
凧。羽子板作りやコマ・カルタなどの昔あそび

を楽しみます。

くるくるリサイクル
着なくなった洋服のリサイクル。

外あそび「障害物レース」
自分たちでコースを変えながら、レースや

リレーを行います。

2月

こども歳時記
「節分会」

鬼や節分の由来をテーマにした造形活動の

ほか、まめまき大会も実施します。

バレンタインスペシャル 友だちや家族へのプレゼントを作ります。

こども歳時記 「雛まつり」 水引のアクセサリーを作ります。

3月

外あそび

「スポーツおにごつこ大会」
スポーツおにごつこを大会形式で行います。

春休み手芸SP
「給食袋作り」

新学期に向けて手縫いの雑巾を作ります。



4)食事プログラムについて

開始時期は未定ですが、感染症予防のために中止していた食事に関わるプログラムを、

少しずつ再開できるよう努めます。実施の際には上記プログラムを変更して行います。

なかよしランチ 第2水曜 日
乳幼児と保護者で1品を作り、持ち寄ったお弁

当をみんなで囲みます。

フードラボ 第2土曜日
小学生が身近にある材料でふりかけなどを作

り、どれが好みかを実験しますЭ

タコ焼きカフェ 第 3日 曜 日
中高生タイムにたこ焼きをつつきながら話がで

きる時間を作ります。

野外クッキング 第 4日 曜 日
バパとアスレチックの時間にやきいもや燻製作

りなどを行います。

餅つき・おそなえ餅

作り
正 月

自分でついたお餅をおそなえ餅にして新年を

祝います。


